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(野菜花き一花き花木一栽培）

課題名

7７露地ギク品種の作期の拡大と良品生産技術の確立
ノ

晩生夏ギク

’

‘精雲， の4～６月出し作型
分類 ①

試験研

究年次

６２～６３年（完了）

Ｉ目的

晩生夏ギク･精雲 の苗の種類及び苗の低温処理方法並びに栽培夜温が生育開花に及ぼす影響
について検討し、４～６月出し栽培技術を確立する。

Ⅱ試験方法

ｌ供試品種糖雲

２試験区の構成

試験Ｉ苗の種類と栽培条件(62年）試験IＩ苗の低温処理期間と栽培夜温(63年）
(1)苗の種類さし芽苗、冬至芽苗（１）低温処理期間無処理､30日間､40日間
(2)栽培条件無加温栽培、加温栽培５０日間（2.5℃）

(2)栽培夜温無加温、５℃、９℃､１７℃

3耕種概要
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台刈時期（試験Ｉ）昭和62年８月14日（試験11）昭和63年８月11日、９月１２日
エスレル処理台刈時及び１週間後の計２回、1000ｐｐｍ散布
さし芽時期Ｉ試験Ｉ）さし芽苗10月29日、冬至芽苗９月４日（試験Ⅱ）低温処理2週間前
低温処理（試験Ｉ）さし芽苗昭和62年１１月13日～１２月21日まで2.5℃、１２月21日鉢上

げ後定植まで無加温栽培

冬至芽苗昭和62年９月１８日～定植まで露地栽培
(5)定植時期（試験Ｉ）昭和63年１月１２日（試験Ⅱ)昭和63年１１月25日、１２月20日
(6)電照期間（試験Ｉ）加温栽培のみ昭和63年１月16日～３月２日（深夜4時間の光中断）

(試験Ⅱ）１１月25日定植～平成１年２月１４日（深夜4時間の光中断）
１２月20日定植～平成ユ年３月７日（〃）

(7)温度管理（試験Ｉ）昭和63年１月16日～２月15日１０℃、２月１６日～３月１８日１５℃
３月18日～開花無加温

(8)栽植密度（試験Ｉ）条間40ｃｍ株間'0ｃｍ２条植え
(試験Ⅱ）プランター(70×20×25cm)当たり10株植え

Ⅲ主要成果の概要

ｌ苗の種類と栽培条件

（１）さし芽苗及び冬至芽苗を１月中旬に定植し、無加温で管理すると６月上旬から採花できる。
(2)加温栽培ではさし芽苗及び冬至芽苗のいずれの苗を利用しても４月下旬から採花できるが、
切花の品質は低下しやすい。

２苗の低温処理期間と栽培夜温‘

）４月出し栽培は、さし芽苗を2.5℃で40日間低温処理した後＄１１月下旬に定植し、栽培夜温
を10℃前後で管理する。

(2)５月出し栽培はさし芽苗を2.5℃で40日間低温処理した後、１１月下旬に定植し、無加温で栽
培する。

(3)定植後の栽培夜温を17℃で管理すると３月から採花できるが、切花品質は劣る。
(4)二度切り栽培は4～５月に開花した切下株を用い、電照を７月下旬及び８月上旬に打切ると、
それぞれ８月下旬及び９月上旬に採花できる。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表交配系統（輪ギク）の開花時の諸形質 (1年）

系統番号花色－－作型開花日茎長葉数茎径花径舌状花数花首長切花重量

月日ｃ、枚ｍｍｃｍｃｍｇ

8号白色露地１１．１０７５．０４０．０６．２１１．５299.0４．７９０．０

電照11.1987.430.0４．５１２．２238,4３．９５５．８

秀芳の力白色露地１１．１８４．０４９．８５．８１３．９273.9５．０９０．９

(対照）

第２表交配系統（スプレーギク）の開花時の諸形質（1年）

系統番号花色作型開花日切花長葉数茎径花径分枝数花弁数

57号黄色に赤

色覆輪

114号白色に淡

桃色覆輪

192号白色に桃

色覆輪

ﾋﾞﾝｷｰ桃色

(対照）

地
照
地
照
地
照

露
電
露
電
露
電
露地

電照

月ロｃ、奴ｍｍｃｍ本§枚

1０．３０１２１．５５８．４６．９５．０7.0３０．４

1１．１１１１０．２４２．４３．９６．０１０．４２８．６

1０．３０117.4４９．８７．１５．６１０．８２３．６

1１．１３104.7３５､３４．８５．８６．７２７．７

1０．３１１４１．８５１．４７．６６．９７．０５３．２

１１．２０127.0３８．４５．４７．７４．６５３．６

1１．２140.0４６６０８．８８．５１２．３３２．７

１１．１７108.5３４．０５．５７．６９．３２５．０

第３表選抜系統（秀芳の力）の電照栽培における開花時の諸形質（1年）

系統番号開花日茎長葉数茎径花径舌状花数花首長切花重量
月日ｃ、枚ｍｍｃｍｃｍｇ

1号１２．３９８．６５２．３５．６１５．３194.5３．９８８．８

4号１２．７８８．６４９．２６．１１４．０185.1３．４８７．３

14号１２．２８５．５４８．５４．９１３．５195.8２．５７８．０

秀芳の力12.1172.7４１．９５．７１３．６199.3３．４６１．５

(対照）

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１県内の電照ギク及びスプレーギク栽培において優良系統の選抜資料として利用できる。

２交配系統並びに選抜系統は現地適応性試験後に、種苗品種の登録申謂を行う予定である。

Ⅵ今後の研究上の問題点

１現地栽培試験による検討

Ⅷ貢科省

63～平成元年度福岡県農業総合試験場園芸研究所花き花木試験成績


